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熊
野
町
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
本
会
議
の
会
議
録
や
議
会
中
継
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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内
容

●
 補
正
予
算
審
議

●
 ズ
バ
リ
町
政
を
問
う
！

●
 活
躍
す
る
地
域
団
体

●
 補
正
予
算
審
議

●
 ズ
バ
リ
町
政
を
問
う
！

●
 活
躍
す
る
地
域
団
体

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
き
ら
ら
会
の
み
な
さ
ん
）

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
き
ら
ら
会
の
み
な
さ
ん
）

6
月
定
例
会

令
和
４
年

筆
の
都
く
ま
の

熊
野
町
観
光
大
使

ふ
で
り
ん

わ
し
ら
の
元
気
が

わ
し
ら
の
元
気
が

わ
し
ら
の
元
気
が
地
域
を
つ
く
る
！

地
域
を
つ
く
る
！

地
域
を
つ
く
る
！

くまの議会だより　第123号 ⑯

活力ある東部地域をめざして！
～特定非営利活動法人きらら会～～特定非営利活動法人きらら会～

　
春
に
は
桜
や
芝
桜
、
つ
つ
じ
。

５
月
に
は
沢
山
の
鯉
の
ぼ
り
が
気

持
ち
よ
さ
そ
う
に
泳
い
で
い
ま
す
。

熊
野
東
ふ
れ
あ
い
館
（
旧
熊
野
町

東
部
地
域
健
康
セ
ン
タ
ー
）
と
深

原
地
区
公
園
の
風
景
で
す
。

　
今
回
は
、
こ
の
施
設
の
指
定
管

理
者
で
あ
る
き
ら
ら
会
（
荻
野
次

夫
会
長
）
の
皆
さ
ん
に
活
動
や
課

題
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

Ｑ
　
き
ら
ら
会
の
紹
介
を
お
願

い
し
ま
す
。

Ａ
　
私
た
ち
の
会
は
、
施
設
が

オ
ー
プ
ン
し
た
２
０
０
８
年

に
特
定
非
営
利
活
動
法
人
と

し
て
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

会
員
は
、
現
在
38
人
（
男
性

20
人
、女
性
18
人
）で
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ
　
活
動
内
容
を
詳
し
く
教
え

て
く
だ
さ
い
。

Ａ
　
ま
ず
は
施
設
の
美
観
づ
く

り
で
す
。
来
園
さ
れ
る
方
が

気
持
ち
よ
く
過
ご
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
気
配
り
の
行

き
届
い
た
快
適
な
景
観
づ
く

り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
敷
地
内
の
里
山
に

モ
ミ
ジ
の
植
樹
や
遊
歩
道
を

整
備
し
、
手
作
り
の
遊
具
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
コ
ン
セ

プ
ト
は
「
自
分
の
責
任
で
自

由
に
遊
ぶ
里
山
づ
く
り
」
で

す
。
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い

ま
す
。
４
月
は
キ
ッ
ズ
フ
ェ

ス
タ
、
８
月
は
夕
涼
み
の
集

い
・
花
火
大
会
、10
月
は
フ
ー

ド
フ
ェ
ス
タ
な
ど
地
元
な
ら

で
は
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
賑

わ
い
づ
く
り
を
展
開
し
て
い

ま
す
。「
東
部
は
元
気
だ
ね
」

と
多
く
の
方
か
ら
声
を
い
た

だ
き
、
大
変
う
れ
し
く
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　
　
不
耕
作
地
を
活
用
し
た
野

菜
作
り
に
も
挑
戦
し
て
い
ま

す
。
丹
波
種
黒
豆
な
ど
の
新

鮮
野
菜
を
広
島
市
内
の
ホ
テ

ル
や
近
隣
店
舗
の
地
産
地
消

コ
ー
ナ
ー
等
に
出
荷
し
て
い

ま
す
。
消
費
者
と
の
交
流
を

通
じ
て
、
働
く
喜
び
と
モ
ノ

づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
の
楽

し
さ
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
課
題
や
悩
み
ご
と
な
ど
は

あ
り
ま
す
か
。

Ａ
　
会
員
の
平
均
年
齢
が
74
歳

と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

後
継
者
づ
く
り
も
課
題
で
す
。

若
い
人
の
参
加
を
待
っ
て
い

ま
す
。女
性
も
大
歓
迎
で
す
。

Ｑ
　
今
後
の
活
動
な
ど
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

Ａ
　
４
月
か
ら
憩
い
と
語
ら
い

の
場
「
き
ら
ら
サ
ロ
ン
」
を

開
設
し
ま
し
た
。
お
い
し
い

コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
て
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
が
心
配

で
す
が
、
８
月
12
日
に
第
３

回
花
火
大
会
、
翌
13
日
に
一

夜
限
り
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
夕

涼
み
の
集
い
in
深
原
公
園
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
12
月
に

は
好
評
の
餅
つ
き
大
会
や
し

め
縄
づ
く
り
も
し
ま
す
。

Ｑ
　
町
へ
の
要
望
が
あ
れ
ば
、

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
　
来
園
さ
れ
た
若
い
家
族
の

方
か
ら
、「
大
型
遊
具
を
設

置
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声

を
多
く
い
た
だ
き
ま
す
。
設

置
さ
れ
た
ら
、
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

取
材
／
中
島
数
宜

　
　
　
光
本
一
也

活躍する地域団体 （４）

｢くまの議会だより｣は再生紙と、認定を受けた
環境にやさしい環境対応型インキを使用して印刷されています。

お
ぎ
の
つ
ぎ

お

▲特産品化をめざし丹波種黒豆の作付に励む

▲フードフェスタではハロウィン大会に
　多くの参加者が

▲年末のしめ縄づくり ▲人気の手作り遊具
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くまの議会だより　第123号 ②③ くまの議会だより　第123号

６月定例会 こんなこと６月定例会 こんなこと が決まりました！が決まりました！
報告３件・議案７件の中から４件をピックアップ

注目補正事業をピックアップ！注目補正事業をピックアップ！

Ｑ．実施時期と利用期間は。　
Ａ．９月下旬から３か月間を計画している。

　コロナ禍、物価高騰のため、割引クーポ
ン券を全世帯に発行する費用を計上

新型コロナウイルスワクチン接種事業
２,６８８万円

商工振興事業
１億１６８万円

Ｑ．各施設に支給する額は。
Ａ．消費者物価指数を参考に、園児一人あ
たり月額上限３３０円を各施設に支給す
る。

　物価高騰の影響を受け給食を提供してい
る保育施設に対する補助

ＤＶ被害者等の保護のため納税環境整備を行いました
　固定資産課税台帳等にＤＶ被害者等の住所が記載されている場合は、住
所表記を変更するなど一定の措置を講ずることができるよう改めた。

国民健康保険税の課税限度額が見直されました

　国民健康保険税の基礎課税額（医療保険分）に係る課税限度額を、現行の６３万円から６５
万円に、後期高齢者支援金等分に係る課税限度額を、現行の１９万円から２０万円に改めた。
※介護納付金課税額に係る課税限度額については改正はありません。

住宅ローン控除の特例が延長されました
　所得税の特別控除の改正に合わせて、住民税についても適用期限が４年
延長されました。
　　（現　行）令和３年１２月３１日までに入居した者が対象
　　（改正後）令和７年１２月３１日までに入居した者が対象

大学教授や専門家などに支払われる報酬額の上限額が設けられました
　町が設置する審議会等の委員報酬について、上限額を設定しその範囲内
で、必要に応じて適正な報酬額の支払いを可能とした。

Ｑ．国産ワクチンノババックスの接種計画
は。
Ａ．医療機関との連携により計画していく。

　４回目接種に係る追加費用を計上

Ｑ．地域計画協議会の委員数と開催回数は。
Ａ．大学の教授等を含め委員の人数は１０
名以内として、年内３回程度会議を行い、
実施方針や文化財の掘り起こし等行う。

　熊野町文化財保存活用地域計画の作成に
係る委託料などを計上

令和４年度　一般会計補正予算（１号）を可決
２億７,９０６万円の増額　総額９５億３,３６２万円に

▲熊野町地域経済応援クーポン券【イメージ】

▲くまの・みらい保育園

保育所等運営事業
２１４万円

文化財保護事業
３８６万円

（各ページの数値については表記単位未満を四捨五入しています）

令和３年度
（現行）

令和４年度
（改定後）

６３万円 １９万円 １７万円 ９９万円

６５万円
（＋２万円）

２０万円
（＋１万円）

１７万円
（±０万円）

１０２万円
（＋３万円）

年　度 医療保険分 介護保険分 合　計後期高齢者支援金分

改正後

現　在 ５，７００円／日

５，７００円／日
（弁護士、大学の教授等の専門家には２０，０００円を上限）

▲榊森神社

▲新型コロナウイルスワクチン通知（４回目）
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一般質問とは？一般質問とは？

※ 紙面の関係により、質疑の一部のみを掲載させていただいています。
　 また、分かりやすい紙面にするために、趣旨が変わらない程度の編集を行っています。
　 なお、熊野町議会のホームページ（http://www.town.kumano.hiroshima.jp）から、一般質問の全ての
　 内容を視聴することができます。

皆さんの「くらし」にかかわることを、議員が質問をしました。
ページ

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

質 問 者
１．都市計画マスタープランの今後の進め方は
２．民生委員のなり手不足と今後の支援体制は

１．古文書等、歴史的資料の保存は
２．農業後継者問題と荒廃化対策は

１．町内男性個室トイレにサニタリーボックスを
２．投票所におけるデジタル化は

１．アピアランスケアの取り組みを
２．子どもの可能性を引き出す教育を

１．ＪＲ矢野駅までの自動運転バスの導入を
２．広島熊野有料道路事業の収支決算は
１．熊野町のスポーツ活動の現状及び今後の方向は
１．大人のひきこもり対策は
１．コロナ禍における町民の健康状態の変化は
２．国際交流事業の復活は

１．小・中学生の町外派遣事業を進めてほしい
２．庁舎内のＤＸは推進されているか、システム購入は適正か

１．コロナ禍での町民のスポーツ推進・健康増進、今後の課題は
２．野焼きによる農業従事者と一般住民とのバランスは

１．（仮）萩原城之堀線の新設整備と東部方面地域のまちづくり、町の考えは
２．筆の里工房周辺整備事業、当初の計画から町民向けの施設に方向転換したのか
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議
会
審
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一
般
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問
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きく ちきく ち ひ　な　のひ　な　の

都市計画マスタープランの今後の進め方は

町民との連携・協働のもと持続可能なまちづくりを
推進していく。

Q

A 町　長

【
Ａ
２
】

　
観
光
交
流
拠
点
整
備
構

想
計
画
と
連
携
し
て
、
必

要
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
検

討
を
行
う
。
筆
の
里
工
房

周
辺
事
業
に
お
い
て
は
、

「
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
」
を

活
用
し
民
間
活
力
を
生
か

し
た
飲
食
サ
ー
ビ
ス
の
出

店
等
を
考
え
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　
観
光
客
が
増
え
る
と
筆

の
里
工
房
周
辺
ま
で
の
交

通
手
段
の
確
保
も
必
要
に

な
っ
て
く
る
。
考
え
は
。

【
Ａ
３
】

　
筆
の
里
工
房
周
辺
ま
で

は
、
最
寄
り
の
バ
ス
停
か

ら
距
離
が
遠
く
長
年
の
課

題
で
あ
る
。
現
在
は
熊
野

営
業
所
か
ら
タ
ク
シ
ー
を

利
用
す
る
よ
う
案
内
し
て

い
る
が
、
今
後
来
場
者
が

増
え
れ
ば
新
た
な
考
え
も

必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
、

調
査
研
究
し
て
い
く
。

【
Ｑ
１
】

　
防
災
上
危
険
な
地
区
か

ら
、
安
全
な
市
街
地
へ
居

住
誘
導
し
て
い
く
、
立
地

適
正
化
計
画
が
あ
る
が
、ど

う
進
め
て
い
く
の
か
。
ま

た
、
近
所
づ
き
あ
い
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
残
し
た
ま

ま
の
移
住
も
必
要
に
な
っ

て
く
る
と
思
う
が
、
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

【
Ａ
１
】

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
用
い

て
災
害
リ
ス
ク
を
分
析
し
、

安
全
な
市
街
地
へ
居
住
誘

導
を
行
う
計
画
で
あ
る
。既

存
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
最

大
限
生
か
し
、
ま
ず
防
災

教
育
を
進
め
避
難
行
動
の

徹
底
を
進
め
る
。
今
後「
防

災
指
針
」
の
中
で
具
体
的

な
取
り
組
み
の
検
討
を
行

う
。

【
Ｑ
２
】

　
筆
の
里
工
房
周
辺
か
ら

町
役
場
周
辺
に「
筆
の
軸
」

を
配
置
す
る
と
あ
る
が
、ど

の
よ
う
な
計
画
か
。

民生委員のなり手不足と今後の支援
体制は

負担軽減に向け活動しやすい環境づくりをしていく。

Q

A 町　長

【
Ａ
３
】

　
民
生
委
員
法
第
10
条
に

お
い
て
原
則
無
報
酬
と
定

め
ら
れ
て
い
る
。
町
か
ら

は
、
活
動
費
と
し
て
月
額

１
万
円
支
給
し
て
い
る
が
、

無
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
自
覚
を
も
っ
て
活
動

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
今

後
と
も
支
援
方
法
を
探
っ

て
い
く
。

【
Ｑ
４
】

　
未
来
の
地
域
福
祉
の
充

実
の
た
め
、
子
ど
も
達
に

民
生
委
員
の
活
動
の
大
切

さ
を
教
え
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

【
Ａ
４
】

　
校
門
前
で
の
あ
い
さ
つ

運
動
等
の
活
動
を
広
く

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、分

か
り
や
す
い
広
報
を
行
っ

て
い
く
。
子
ど
も
や
若
者

世
代
に
着
目
し
、
関
心
を

持
つ
人
を
増
や
す
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
く
。

【
Ｑ
１
】

　
民
生
委
員
を
１
期
で
辞

任
さ
れ
る
方
は
何
名
程
度

お
ら
れ
る
か
。
ま
た
、
理

由
は
。

【
Ａ
１
】

　
今
年
の
改
選
で
は
、
今

の
と
こ
ろ
１
期
で
辞
任
さ

れ
る
方
は
４
人
で
理
由
は

家
族
の
介
護
と
持
病
の
悪

化
と
聞
い
て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　
家
庭
内
の
問
題
等
、
見

つ
け
に
く
い
問
題
解
決
の

た
め
に
は
、
さ
さ
い
な
事

で
も
相
談
で
き
る
窓
口
の

周
知
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

【
Ａ
２
】

　
民
生
委
員
の
活
動
を
広

く
知
っ
て
も
ら
い
、
も
っ

と
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
工

夫
を
考
え
て
い
く
。

【
Ｑ
３
】

　
活
動
費
の
見
直
し
も
考

え
直
さ
な
い
と
い
け
な
い

時
期
で
は
な
い
か
。

▲民生委員あいさつ運動

水原 耕一議員

定例会で、議員が町の施策の状況や方針などについて報告・説明を求め、疑問点を質したり
政策を提案することを一般質問といいます。
発言時間は答弁含め、１人６０分以内としています。

定例会で、議員が町の施策の状況や方針などについて報告・説明を求め、疑問点を質したり
政策を提案することを一般質問といいます。
発言時間は答弁含め、１人６０分以内としています。

ただただ

一般質問とは？一般質問とは？

※ 紙面の関係により、質疑の一部のみを掲載させていただいています。
　 また、分かりやすい紙面にするために、趣旨が変わらない程度の編集を行っています。
　 なお、熊野町議会のホームページ（http://www.town.kumano.hiroshima.jp）から、一般質問の全ての
　 内容を視聴することができます。

皆さんの「くらし」にかかわることを、議員が質問をしました。
ページ
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１．（仮）萩原城之堀線の新設整備と東部方面地域のまちづくり、町の考えは
２．筆の里工房周辺整備事業、当初の計画から町民向けの施設に方向転換したのか
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観
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課

題
で
あ
る
。
現
在
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す
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て

い
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が
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今
後
来
場
者
が
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新
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な
考
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と
な
っ
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く
る
の
で
、
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査
研
究
し
て
い
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、
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化
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画
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あ
る
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う
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や
コ
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今
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。
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か
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は
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【
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で
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方
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由
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家
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の
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解
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な
事
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の
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を
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感
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れ
る
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く
。
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Ｑ
３
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活
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費
の
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も
考

え
直
さ
な
い
と
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け
な
い

時
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で
は
な
い
か
。

▲民生委員あいさつ運動

水原 耕一議員

定例会で、議員が町の施策の状況や方針などについて報告・説明を求め、疑問点を質したり
政策を提案することを一般質問といいます。
発言時間は答弁含め、１人６０分以内としています。

定例会で、議員が町の施策の状況や方針などについて報告・説明を求め、疑問点を質したり
政策を提案することを一般質問といいます。
発言時間は答弁含め、１人６０分以内としています。

ただただ



近年の状況に対応するため、設置について検討して
いきたい。

Q

A 町　長
山野 千佳子議員

【
Ｑ
３
】

　
小
・
中
学
校
で
の
保
健

の
授
業
で
、が
ん
の
予
防
、

早
期
発
見
、早
期
治
療
、最

新
の
治
療
法
、
末
期
が
ん

の
対
応
、
が
ん
検
診
の
重

要
性
や
が
ん
患
者
の
体
験

談
な
ど
教
え
て
は
ど
う
か
。

【
Ａ
３
】

　
今
採
用
し
て
い
る
教
科

用
図
書
に
が
ん
に
つ
い
て

の
記
載
が
あ
る
。
小
学
生

は
６
年
生
、
中
学
生
は
３

年
生
の
保
健
の
学
習
を
中

心
に
が
ん
教
育
を
実
施
し

て
い
る
。

【
Ｑ
１
】

　
日
本
は
世
界
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
が
ん
大
国
だ
が
、治

療
後
の
生
活
に
必
要
な
尿

漏
れ
パ
ッ
ト
を
捨
て
る
汚

物
入
れ
が
男
性
ト
イ
レ
に

な
い
。
男
性
個
室
ト
イ
レ

に
汚
物
入
れ
を
設
置
し
て

は
ど
う
か
。

【
Ａ
１
】

　
近
年
の
前
立
腺
が
ん
や

膀
胱
が
ん
患
者
の
増
加
に

伴
い
、様
々
な
尿
漏
れ
パ
ッ

ト
等
が
普
及
し
て
い
る
。サ

ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
必

要
と
す
る
人
も
見
込
め
る

状
況
で
あ
る
た
め
、
設
置

に
向
け
検
討
し
た
い
。

【
Ｑ
２
】

　
町
内
何
か
所
の
男
性
個

室
ト
イ
レ
が
あ
る
の
か
。

【
Ａ
２
】

　
役
場
庁
舎
を
は
じ
め
、17

施
設
に
59
か
所
の
男
性
個

室
ト
イ
レ
が
あ
り
、
多
く

の
方
が
安
心
し
て
利
用
で

き
る
公
共
施
設
の
環
境
づ

く
り
を
し
て
い
く
た
め
に

は
、
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

投票所におけるデジタル化は　

ＤＸの推進により環境が整えば、デジタル化を進めたい。

Q

A 総務部長

【
Ｑ
２
】

　
投
票
所
に
お
い
て
、
シ

ス
テ
ム
使
用
に
よ
り
、
ミ

ス
が
防
げ
る
と
思
う
が
設

置
は
可
能
か
。

【
Ａ
２
】

　
使
用
し
て
い
る
選
挙
シ

ス
テ
ム
は
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
の
観
点
か
ら
物
理

的
な
方
法
で
の
み
ア
ク
セ

ス
可
能
で
あ
り
、
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
な
ど
の
無
線
通
信
で

は
行
え
な
い
。

　
現
在
、
老
人
集
会
所
４

か
所
を
投
票
所
と
し
て
使

用
し
て
い
る
が
、
有
線
環

境
の
整
備
に
つ
い
て
、
今

は
考
え
て
い
な
い
。

【
Ｑ
１
】

　
昨
年
秋
の
知
事
選
挙
で

二
重
投
票
が
あ
っ
た
が
、そ

の
原
因
と
防
止
策
は
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

【
Ａ
１
】

　
現
在
、
期
日
前
投
票
に

お
い
て
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
住
所
の
住
民
情
報
を

扱
う
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
、

選
挙
人
名
簿
と
の
照
合
を

行
っ
て
い
る
が
、
投
票
所

で
は
シ
ス
テ
ム
が
使
用
で

き
な
い
。

　
選
挙
事
務
従
事
者
の
事

務
説
明
会
に
お
い
て
、
選

挙
人
名
簿
の
照
合
を
徹
底

す
る
よ
う
再
度
注
意
を
促

す
と
と
も
に
、
選
挙
事
務

の
精
査
に
努
め
る
。

古文書等、歴史的資料の保存は

文化財の保存や、活用について計画策定を進める。

Q

A 町　長
中島 数宜議員

【
Ｑ
３
】

　
計
画
策
定
に
向
け
た
具

体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

【
Ａ
３
】

　
令
和
４
年
度
か
ら
住
民

参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
実
施
し
、
地
域
に
埋
も

れ
て
い
る
文
化
財
な
ど
の

洗
い
出
し
や
活
用
方
法
に

つ
い
て
協
議
を
行
う
。

【
Ｑ
４
】

　
筆
の
里
工
房
周
辺
整
備

事
業
で
、
保
存
可
能
な
施

設
は
で
き
な
い
か
。

【
Ａ
４
】

　
現
段
階
で
は
想
定
し
て

い
な
い
が
、
保
管
の
必
要

性
や
保
管
場
所
に
つ
い
て

研
究
を
進
め
て
い
く
。

【
Ｑ
１
】

　
古
文
書
や
歴
史
的
資
料

は
そ
の
土
地
の
先
人
達
の

歴
史
を
物
語
る
大
切
な
も

の
で
あ
る
。
個
人
が
将
来

に
わ
た
り
、
保
管
し
て
い

く
に
は
限
界
が
あ
る
。
公

的
施
設
で
保
存
が
で
き
な

い
か
。

【
Ａ
１
】

　
今
後
、
２
年
間
で
文
化

財
の
保
存
や
活
用
に
つ
い

て
町
民
の
意
見
を
反
映
し

つ
つ
計
画
策
定
を
進
め
る
。

【
Ｑ
２
】

　
町
内
の
各
家
庭
に
は
、歴

史
的
資
料
を
多
数
保
管
さ

れ
て
い
る
。
発
掘
は
ど
の

よ
う
に
進
め
る
か
。

【
Ａ
２
】

　
文
化
財
の
保
存
と
活
用

に
関
す
る
計
画
を
策
定
す

る
中
で
古
文
書
等
、
歴
史

的
資
料
の
掘
り
起
こ
し
と

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

農業後継者問題と荒廃化対策は

消費地が近い立地的な優位性を生かした農業を推進する。

Q

A 建設農林部長

【
Ｑ
３
】

　
令
和
２
年
12
月
の
議
会

で
山
林
内
を
メ
ッ
シ
ュ
柵

で
囲
う
イ
ノ
シ
シ
被
害
対

策
を
要
望
し
た
が
進
展
し

て
い
る
か
。

【
Ａ
３
】

　
他
市
町
の
事
例
で
も
対

象
農
地
一
帯
を
囲
い
、
完

全
に
ブ
ロ
ッ
ク
で
き
る
よ

う
な
敷
設
方
法
を
と
る
こ

と
で
一
定
の
効
果
は
あ
る
。

対
策
を
実
現
す
る
に
は
、地

域
が
共
同
で
取
り
組
む
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
設

置
後
の
管
理
も
含
め
た
組

織
づ
く
り
も
必
要
と
な
る
。

【
Ｑ
４
】

　
６
次
産
業
化
の
必
要
性

は
。

【
Ａ
４
】

　
今
後
の
課
題
と
し
て
研

究
を
し
て
い
く
。

【
Ｑ
１
】

　
農
家
が
減
少
傾
向
に
あ

る
。
過
去
10
年
間
の
農
家

世
帯
と
荒
廃
地
面
積
は
ど

の
よ
う
に
変
化
し
た
か
。

【
Ａ
１
】

　
平
成
22
年
と
令
和
２
年

を
比
較
す
る
と
、
農
家
数

は
560
戸
か
ら
448
戸
に
、
経

営
耕
地
面
積
は
96
ｈ
ａ
か

ら
63
ｈ
ａ
に
そ
れ
ぞ
れ
減

少
し
、
農
業
の
衰
退
と
耕

作
さ
れ
な
い
農
地
が
増
え

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　
荒
廃
地
も
進
ん
で
い
る

抑
制
対
策
は
。

【
Ａ
２
】

　
町
内
の
平
均
的
な
経
営

規
模
な
ど
か
ら
平
成
23
年

に
全
域
を
農
地
取
得
時
の
取

得
下
減
面
積
を
３
，０
０
０

㎡
か
ら
１
，０
０
０
㎡
へ
引

き
下
げ
、
農
地
を
譲
り
や

す
く
し
た
。
ま
た
、
水
稲

や
野
菜
作
り
の
基
礎
知
識

習
得
の
勉
強
会
を
Ｊ
Ａ
安

芸
と
協
働
し
て
、
毎
月
１

回
開
催
し
て
い
る
。
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ボックスを

Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

と
は…

　
進
化
し
た
Ｉ
Ｔ
技
術
を

浸
透
さ
せ
る
こ
と
で
、人
々

の
生
活
を
よ
り
良
い
も
の

へ
と
変
革
さ
せ
る
と
い
う

概
念
の
こ
と
。

近年の状況に対応するため、設置について検討して
いきたい。

Q

A 町　長
山野 千佳子議員

【
Ｑ
３
】

　
小
・
中
学
校
で
の
保
健

の
授
業
で
、が
ん
の
予
防
、

早
期
発
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治
療
、最
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治
療
法
、
末
期
が
ん

の
対
応
、
が
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検
診
の
重

要
性
や
が
ん
患
者
の
体
験

談
な
ど
教
え
て
は
ど
う
か
。

【
Ａ
３
】

　
今
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て
い
る
教
科

用
図
書
に
が
ん
に
つ
い
て

の
記
載
が
あ
る
。
小
学
生

は
６
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生
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学
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は
３

年
生
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健
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習
を
中
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実
施
し
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い
る
。

【
Ｑ
１
】
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ッ
プ
ク

ラ
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が
、治
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尿

漏
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パ
ッ
ト
を
捨
て
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汚
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入
れ
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男
性
ト
イ
レ
に
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い
。
男
性
個
室
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イ
レ
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ボ
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検
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化
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た
Ｉ
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技
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を

浸
透
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る
こ
と
で
、人
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の
生
活
を
よ
り
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も
の

へ
と
変
革
さ
せ
る
と
い
う

概
念
の
こ
と
。



ＪＲ矢野駅までの自動運転バスの導入を

安全性や県市などとの協議が必要となる。
自動運転の動向など注視する。

Q

A 町　長
荒瀧 穂積議員

自
動
運
転
バ
ス
を
導
入
し
、

ま
ち
づ
く
り
の
核
と
し
て

は
。

　
百
年
来
の
課
題
で
あ
る
。

又
、
災
害
対
応
や
観
光
客

を
呼
び
込
む
夢
も
か
な
う
。

【
Ａ
１
】

　
現
在
実
施
中
の
県
道
バ

イ
パ
ス
整
備
を
優
先
す
る
。

　
自
動
運
転
は
未
完
成
な

レ
ベ
ル
で
あ
り
、
県
市
な

ど
と
の
協
議
に
は
課
題
が

あ
る
。

　
自
動
運
転
の
動
向
は
注

視
す
る
。

【
Ｑ
１
】

　
乗
り
物
で
観
光
客
が
呼

べ
る
。

　
11
年
前
、
町
長
と
現
職

議
員
で
は
８
名
が
法
政
大

学
と
の
連
携
で
長
野
県
小

布
施
町
を
公
式
視
察
し
た
。

Ｊ
Ｒ
九
州
七
ツ
星
列
車
デ

ザ
イ
ン
の
水
戸
岡
鋭
治
氏

の
個
展
も
拝
見
、
今
で
は

乗
り
物
デ
ザ
イ
ン
の
第
一

人
者
で
あ
る
。

　
四
車
線
県
道
を
活
用
し

乗
り
た
い
、
乗
っ
て
み
た

い
乗
り
物
を
デ
ザ
イ
ン
開

発
し
Ｊ
Ｒ
矢
野
駅
ま
で
の

広島熊野有料道路事業の収支決算は　Q

令和３年６月、広島県議会建設委員会に報告されホームページで閲覧
できる。

A 建設農林部長

【
Ｑ
１
】

　
広
島
県
道
路
公
社
に
よ

る
広
島
熊
野
有
料
道
路
事

業
は
、
令
和
２
年
12
月
法

令
に
よ
り
無
料
に
し
た
。有

料
期
間
30
年
を
含
め
当
事

業
の
収
支
決
算
は
。

【
Ａ
１
】

　
地
方
道
路
公
社
法
に
よ

り
事
業
年
度
ご
と
の
決
算

報
告
が
さ
れ
て
い
る
が
、広

島
熊
野
道
路
を
抽
出
し
た

も
の
は
無
い
。た
だ
、県
議

会
建
設
委
員
会
に
事
業
終

了
年
度
の
収
支
及
び
償
還

状
況
は
示
さ
れ
た
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
る
。

【
Ｑ
２
】

　
今
年
度
の
県
道
矢
野
安

浦
線
バ
イ
パ
ス
延
伸
予
算

は
い
く
ら
か
。

【
Ａ
２
】

　
県
の
当
初
予
算
と
し
て

１
億
４
，２
０
０
万
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。

アピアランスケアの取り組みを

がん患者と社会を繋ぐための重要な取り組みであると
承知している。

Q

A 町　長
沖田 ゆかり議員

【
Ａ
２
】

　
熊
野
町
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
各
分
野
の
情
報
発
信

が
で
き
る
よ
う
整
備
中
で

あ
る
。

【
Ｑ
３
】

　
乳
が
ん
は
日
本
人
女
性

の
部
位
別
の
が
ん
罹
患
数

で
全
国
１
位
で
あ
り
９
人

に
１
人
が
乳
が
ん
と
診
断

さ
れ
て
い
る
。
結
婚
や
出

産
、
子
育
て
、
仕
事
な
ど

人
生
の
基
礎
を
つ
く
る
時

期
と
治
療
が
重
な
る
乳
が

ん
患
者
へ
の
補
助
制
度
も

検
討
で
き
な
い
か
。

【
Ａ
３
】

　
県
や
近
隣
市
町
の
状
況

を
調
査
し
て
い
く
。

【
Ｑ
１
】

　
抗
が
ん
剤
の
副
作
用
に

よ
る
脱
毛
な
ど
の
外
見
の

変
化
に
よ
る
心
理
的
、
経

済
的
な
負
担
を
や
わ
ら
げ

社
会
参
加
を
応
援
す
る
意

味
の
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

の
た
め
、
広
島
県
で
は
今

年
度
よ
り
医
療
用
ウ
イ
ッ

グ
の
購
入
費
用
の
５
割
、上

限
５
万
円
を
助
成
し
て
い

る
。
ウ
イ
ッ
グ
の
価
格
は

10
万
円
程
度
で
あ
り
、
町

独
自
の
取
り
組
み
を
実
施

し
、
補
助
率
を
上
げ
る
こ

と
に
よ
り
負
担
軽
減
で
き

な
い
か
。

【
Ａ
１
】

　
他
市
町
の
動
向
を
注
視

し
、
追
加
助
成
を
検
討
す

る
。

【
Ｑ
２
】

　
県
の
助
成
事
業
の
町
民

へ
の
周
知
方
法
に
つ
い
て

は
町
広
報
と
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
発
信
さ
れ
て
い
る
が

働
く
世
代
に
は
届
い
て
い

な
い
と
感
じ
る
。

　
熊
野
町
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

活
用
す
る
べ
き
で
は
。

子どもの可能性を引き出す教育を　

子どもを中核に据えた取り組みを進めていく。

Q

A 教育長

つ
い
て
は
。

【
Ａ
３
】

　
１
分
間
ス
ピ
ー
チ
や
グ

ル
ー
プ
で
の
意
見
交
換
な

ど
で
自
分
の
考
え
を
表
現

発
表
で
き
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。

【
Ｑ
４
】

　
物
価
高
騰
に
よ
る
影
響

で
給
食
費
が
上
が
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
て

い
る
保
護
者
の
声
を
多
数

聞
い
て
い
る
。
給
食
提
供

事
業
者
に
支
援
補
助
事
業

を
予
算
計
上
し
て
い
る
が
、

支
援
期
間
は
。

【
Ａ
４
】

　
令
和
４
年
７
月
か
ら
令

和
５
年
３
月
ま
で
。

【
Ｑ
１
】

　
小
学
校
の
１
学
級
の
児

童
数
の
上
限
を
40
人
か
ら

35
人
へ
引
き
下
げ
る
改
正

義
務
教
育
標
準
法
が
成
立

し
た
が
、
35
人
学
級
に
年

度
途
中
に
転
入
生
が
あ
っ

た
場
合
の
ク
ラ
ス
編
制
は
。

【
Ａ
１
】

　
５
月
１
日
を
基
準
日
と

し
て
い
る
の
で
ク
ラ
ス
編

制
は
し
な
い
が
、
基
準
日

以
前
に
転
入
生
が
あ
れ
ば

ク
ラ
ス
編
制
を
見
直
す
。

【
Ｑ
２
】

　
小
学
校
５
、
６
年
生
の

教
科
担
任
制
の
課
題
と
し

て
支
援
の
必
要
な
児
童
へ

の
十
分
な
学
力
保
障
と
あ

る
が
具
体
的
に
は
。

【
Ａ
２
】

　
担
任
の
授
業
時
数
の
軽

減
に
よ
り
授
業
の
な
い
時

間
を
活
用
し
て
宿
題
の

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
学
習
状
況

の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　
高
校
入
試
に
向
け
た
自

己
表
現
へ
の
取
り
組
み
に

くまの議会だより　第123号 ⑧⑨ くまの議会だより　第123号

議
会
・
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会
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会
・
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動

議
会
審
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議
会
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
審
議

議
会
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

▲学校給食

▶
広
島
熊
野
ト
ン
ネ
ル

広
島
県
道
路
公
社
が
管
理

す
る
有
料
道
路
の
収
支
等

の
状
況
に
つ
い
て
は
、
こ

ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ＪＲ矢野駅までの自動運転バスの導入を

安全性や県市などとの協議が必要となる。
自動運転の動向など注視する。

Q

A 町　長
荒瀧 穂積議員

自
動
運
転
バ
ス
を
導
入
し
、

ま
ち
づ
く
り
の
核
と
し
て

は
。

　
百
年
来
の
課
題
で
あ
る
。

又
、
災
害
対
応
や
観
光
客

を
呼
び
込
む
夢
も
か
な
う
。

【
Ａ
１
】

　
現
在
実
施
中
の
県
道
バ

イ
パ
ス
整
備
を
優
先
す
る
。

　
自
動
運
転
は
未
完
成
な

レ
ベ
ル
で
あ
り
、
県
市
な

ど
と
の
協
議
に
は
課
題
が

あ
る
。

　
自
動
運
転
の
動
向
は
注

視
す
る
。

【
Ｑ
１
】

　
乗
り
物
で
観
光
客
が
呼

べ
る
。

　
11
年
前
、
町
長
と
現
職

議
員
で
は
８
名
が
法
政
大

学
と
の
連
携
で
長
野
県
小

布
施
町
を
公
式
視
察
し
た
。

Ｊ
Ｒ
九
州
七
ツ
星
列
車
デ

ザ
イ
ン
の
水
戸
岡
鋭
治
氏

の
個
展
も
拝
見
、
今
で
は

乗
り
物
デ
ザ
イ
ン
の
第
一

人
者
で
あ
る
。

　
四
車
線
県
道
を
活
用
し

乗
り
た
い
、
乗
っ
て
み
た

い
乗
り
物
を
デ
ザ
イ
ン
開

発
し
Ｊ
Ｒ
矢
野
駅
ま
で
の

広島熊野有料道路事業の収支決算は　Q

令和３年６月、広島県議会建設委員会に報告されホームページで閲覧
できる。

A 建設農林部長

【
Ｑ
１
】

　
広
島
県
道
路
公
社
に
よ

る
広
島
熊
野
有
料
道
路
事

業
は
、
令
和
２
年
12
月
法

令
に
よ
り
無
料
に
し
た
。有

料
期
間
30
年
を
含
め
当
事

業
の
収
支
決
算
は
。

【
Ａ
１
】

　
地
方
道
路
公
社
法
に
よ

り
事
業
年
度
ご
と
の
決
算

報
告
が
さ
れ
て
い
る
が
、広

島
熊
野
道
路
を
抽
出
し
た

も
の
は
無
い
。た
だ
、県
議

会
建
設
委
員
会
に
事
業
終

了
年
度
の
収
支
及
び
償
還

状
況
は
示
さ
れ
た
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
る
。

【
Ｑ
２
】

　
今
年
度
の
県
道
矢
野
安

浦
線
バ
イ
パ
ス
延
伸
予
算

は
い
く
ら
か
。

【
Ａ
２
】

　
県
の
当
初
予
算
と
し
て

１
億
４
，２
０
０
万
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。

アピアランスケアの取り組みを

がん患者と社会を繋ぐための重要な取り組みであると
承知している。

Q

A 町　長
沖田 ゆかり議員

【
Ａ
２
】

　
熊
野
町
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
各
分
野
の
情
報
発
信

が
で
き
る
よ
う
整
備
中
で

あ
る
。

【
Ｑ
３
】

　
乳
が
ん
は
日
本
人
女
性

の
部
位
別
の
が
ん
罹
患
数

で
全
国
１
位
で
あ
り
９
人

に
１
人
が
乳
が
ん
と
診
断

さ
れ
て
い
る
。
結
婚
や
出

産
、
子
育
て
、
仕
事
な
ど

人
生
の
基
礎
を
つ
く
る
時

期
と
治
療
が
重
な
る
乳
が

ん
患
者
へ
の
補
助
制
度
も

検
討
で
き
な
い
か
。

【
Ａ
３
】

　
県
や
近
隣
市
町
の
状
況

を
調
査
し
て
い
く
。

【
Ｑ
１
】

　
抗
が
ん
剤
の
副
作
用
に

よ
る
脱
毛
な
ど
の
外
見
の

変
化
に
よ
る
心
理
的
、
経

済
的
な
負
担
を
や
わ
ら
げ

社
会
参
加
を
応
援
す
る
意

味
の
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

の
た
め
、
広
島
県
で
は
今

年
度
よ
り
医
療
用
ウ
イ
ッ

グ
の
購
入
費
用
の
５
割
、上

限
５
万
円
を
助
成
し
て
い

る
。
ウ
イ
ッ
グ
の
価
格
は

10
万
円
程
度
で
あ
り
、
町

独
自
の
取
り
組
み
を
実
施

し
、
補
助
率
を
上
げ
る
こ

と
に
よ
り
負
担
軽
減
で
き

な
い
か
。

【
Ａ
１
】

　
他
市
町
の
動
向
を
注
視

し
、
追
加
助
成
を
検
討
す

る
。

【
Ｑ
２
】

　
県
の
助
成
事
業
の
町
民

へ
の
周
知
方
法
に
つ
い
て

は
町
広
報
と
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
発
信
さ
れ
て
い
る
が

働
く
世
代
に
は
届
い
て
い

な
い
と
感
じ
る
。

　
熊
野
町
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

活
用
す
る
べ
き
で
は
。

子どもの可能性を引き出す教育を　

子どもを中核に据えた取り組みを進めていく。

Q

A 教育長

つ
い
て
は
。

【
Ａ
３
】

　
１
分
間
ス
ピ
ー
チ
や
グ

ル
ー
プ
で
の
意
見
交
換
な

ど
で
自
分
の
考
え
を
表
現

発
表
で
き
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。

【
Ｑ
４
】

　
物
価
高
騰
に
よ
る
影
響

で
給
食
費
が
上
が
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
て

い
る
保
護
者
の
声
を
多
数

聞
い
て
い
る
。
給
食
提
供

事
業
者
に
支
援
補
助
事
業

を
予
算
計
上
し
て
い
る
が
、

支
援
期
間
は
。

【
Ａ
４
】

　
令
和
４
年
７
月
か
ら
令

和
５
年
３
月
ま
で
。

【
Ｑ
１
】

　
小
学
校
の
１
学
級
の
児

童
数
の
上
限
を
40
人
か
ら

35
人
へ
引
き
下
げ
る
改
正

義
務
教
育
標
準
法
が
成
立

し
た
が
、
35
人
学
級
に
年

度
途
中
に
転
入
生
が
あ
っ

た
場
合
の
ク
ラ
ス
編
制
は
。

【
Ａ
１
】

　
５
月
１
日
を
基
準
日
と

し
て
い
る
の
で
ク
ラ
ス
編

制
は
し
な
い
が
、
基
準
日

以
前
に
転
入
生
が
あ
れ
ば

ク
ラ
ス
編
制
を
見
直
す
。

【
Ｑ
２
】

　
小
学
校
５
、
６
年
生
の

教
科
担
任
制
の
課
題
と
し

て
支
援
の
必
要
な
児
童
へ

の
十
分
な
学
力
保
障
と
あ

る
が
具
体
的
に
は
。

【
Ａ
２
】

　
担
任
の
授
業
時
数
の
軽

減
に
よ
り
授
業
の
な
い
時

間
を
活
用
し
て
宿
題
の

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
学
習
状
況

の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　
高
校
入
試
に
向
け
た
自

己
表
現
へ
の
取
り
組
み
に
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▲学校給食

▶
広
島
熊
野
ト
ン
ネ
ル

広
島
県
道
路
公
社
が
管
理

す
る
有
料
道
路
の
収
支
等

の
状
況
に
つ
い
て
は
、
こ

ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。



くまの議会だより　第123号 ⑩⑪ くまの議会だより　第123号

コロナ禍における町民の健康状態の変化は

健診は受診率が低下、フレイルや要介護状態を
引き起こすことも危惧される。

Q

A 町　長
竹爪 憲吾議員

【
Ａ
４
】

　
定
期
的
に
運
動
機
能
の

調
査
を
行
っ
て
い
る
方
の

デ
ー
タ
で
は
、
様
々
な
項

目
で
機
能
が
低
下
し
て
い

て
、
フ
レ
イ
ル
、
要
介
護

状
態
に
な
る
リ
ス
ク
が
高

く
な
っ
て
い
る
。

【
Ｑ
５
】

　
リ
ス
ク
の
増
加
を
解
消

す
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

【
Ａ
５
】

　
町
主
催
事
業
や
シ
ル

バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導

士
の
活
動
を
通
じ
て
、
各

教
室
、
講
座
、
大
会
を
開

催
し
、
社
会
参
加
に
重
点

を
置
い
て
、
様
々
な
事
業

を
展
開
す
る
。

【
Ｑ
１
】

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
健
康
診

断
等
の
受
診
率
の
変
化
は
。

【
Ａ
１
】

　
集
団
健
診
の
中
止
や
健

診
控
え
に
よ
り
、
受
診
率

は
低
下
し
た
。

【
Ｑ
２
】

　
健
康
診
断
の
受
診
を
促

す
取
り
組
み
は
さ
れ
た
か
。

【
Ａ
２
】

　
幅
広
い
世
代
の
基
本
健

診
、
が
ん
検
診
を
医
療
機

関
で
受
診
で
き
る
体
制
を

整
え
た
。

【
Ｑ
３
】

　
介
護
状
況
の
変
化
は
。

【
Ａ
３
】

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
状

況
は
、
通
所
介
護
等
外
出

を
伴
う
サ
ー
ビ
ス
利
用
は

減
少
、
訪
問
介
護
等
は
利

用
が
増
加
し
て
い
る
。

　
介
護
認
定
率
は
、
変
動

が
少
な
い
。

【
Ｑ
４
】

　
介
護
認
定
さ
れ
る
以
前

の
高
齢
者
の
状
況
は
。

国際交流事業の復活はQ

今後の状況を見定めつつ、交流事業の再開及び新たな
友好提携の研究を進める。

A 町　長

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

【
Ｑ
４
】

　
海
外
の
都
市
と
の
友
好

交
流
を
考
え
る
に
あ
た
り
、

学
校
間
で
の
相
互
派
遣
も

考
え
て
も
ら
い
た
い
が
ど

う
か
。

【
Ａ
４
】

　
学
校
間
交
流
の
よ
う
に

実
体
験
に
よ
り
広
い
視
野

を
持
っ
た
生
徒
等
の
育
成

を
図
り
た
い
と
考
え
る
。

【
Ｑ
５
】

　
人
材
派
遣
事
業
を
進
め

る
補
助
金
は
な
い
か
。

【
Ａ
５
】

　
有
効
に
活
用
で
き
る
も

の
が
な
い
か
研
究
し
た
い
。

【
Ｑ
６
】

　
教
育
長
の
考
え
は
。

【
Ａ
６
】

　
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
を

生
き
る
児
童
生
徒
の
未
来

に
と
っ
て
大
変
有
意
義
。

【
Ｑ
１
】

　
国
際
的
な
友
好
提
携
の

見
込
み
は
。

【
Ａ
１
】

　
平
成
５
年
か
ら
中
国
四

川
省
内
江
市
と
の
交
流
を

図
っ
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
の
現
在
は
具
体
的
な
交

流
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　
新
た
な
都
市
と
の
友
好

交
流
も
含
め
、
今
後
慎
重

に
検
討
し
た
い
。

【
Ｑ
２
】

　
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

人
材
育
成
事
業
の
再
開
は
。

【
Ａ
２
】

　
財
政
状
況
、
事
業
の
優

先
度
な
ど
を
考
慮
し
な
が

ら
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

【
Ｑ
３
】

　
英
語
圏
と
の
交
流
も
必

要
で
は
な
い
か
。

【
Ａ
３
】

　
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

な
人
材
を
育
成
す
る
た
め

に
効
果
的
な
国
や
地
域
等
、

他
の
自
治
体
等
の
取
組
状

況
を
参
考
に
し
、
財
政
状

況
も
踏
ま
え
な
が
ら
研
究

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
審
議

議
会
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
審
議

議
会
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

熊野町のスポーツ活動の現状及び今後の方向は

町民体育館等の指定管理者である「NPO法人熊野健康
スポーツ振興会」と連携して振興を図っている。

Q

A 町　長

諏訪本 光議員

【
Ｑ
２
】

　「
総
合
型
ク
ラ
ブ
」の
趣

旨
に
沿
っ
た
活
動
は
一
部

で
し
か
な
い
。

　
そ
の
他
の
事
業
も
含
め
、

町
の
考
え
方
や
方
針
に

沿
っ
た
運
営
が
で
き
て
い

る
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
ど

の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
か
。

【
Ａ
２
】

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
月
一
回

以
上
連
絡
調
整
会
議
を
開

催
し
て
、
意
思
の
疎
通
を

図
っ
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　
本
日
の
提
議
し
た
課
題

等
を
踏
ま
え
、
基
本
と
な

る
「
熊
野
町
ス
ポ
ー
ツ
振

興
計
画
」
を
早
急
に
策
定

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
策

定
予
定
か
ら
10
年
以
上
が

経
過
し
て
い
る
。

【
Ａ
３
】

　
本
年
度
末
を
目
処
に
策

定
し
た
い
。

【
Ｑ
１
】

　「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
（
以
下
総
合
型
ク

ラ
ブ
）」の
先
進
地
で
あ
る

本
町
の
活
動
は
、
そ
の
趣

旨
を
満
た
し
て
い
な
い
。

「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
」の

活
動
に
も
課
題
が
あ
る
と

考
え
る
。
ま
た
、
昨
今
話

題
の「
運
動
部
活
動
改
革
」

へ
の
対
応
準
備
が
必
要
だ
。

町
当
局
の
考
え
は
。

【
Ａ
１
】

　「
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
」

等
の
よ
う
に
「
総
合
型
ク

ラ
ブ
」
の
多
世
代
、
多
志

向
の
趣
旨
に
沿
っ
た
活
動

を
し
て
い
る
。

　「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
」

は
、
総
合
型
ク
ラ
ブ
で
あ

る
「
筆
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
」
の
活
動
の
支
援
・

協
力
を
し
な
が
ら
共
に
ス

ポ
ー
ツ
事
業
を
推
進
し
て

い
る
。

　「
運
動
部
活
動
改
革
」
は

国
の
動
向
を
注
視
し
て
検

討
し
た
い
。

大人のひきこもり対策は

ますます拡大していく問題として認識しており、
町としてしっかり対策をとっていく。

Q

A 町　長

ら
う
こ
と
を
要
望
す
る
が

い
か
が
か
。

【
Ａ
２
】

　
国
は
市
町
村
に
対
し
、ひ

き
こ
も
り
相
談
窓
口
の
明

確
化
・
周
知
に
取
り
組
む

よ
う
求
め
て
い
る
。
ま
だ

ま
だ
十
分
で
は
な
い
の
で
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
町
広

報
へ
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ

等
で
周
知
し
、
案
内
板
を

掲
げ
る
な
ど
の
工
夫
を
し

明
確
化
に
努
め
る
。

【
Ｑ
３
】

　
８
０
５
０
問
題
・
９
０

６
０
問
題
は
本
町
で
も
耳

に
す
る
が
対
応
は
。

【
Ａ
３
】

　
手
遅
れ
に
な
る
前
に
、家

族
な
ど
の
理
解
や
協
力
が

必
要
で
あ
り
、
関
係
機
関

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
支

援
を
行
っ
て
い
く
。

【
Ｑ
１
】

　
厚
生
労
働
省
の
ひ
き
こ

も
り
支
援
事
業
で
は
、
平

成
30
年
度
よ
り
市
町
村
に

お
い
て
は
ひ
き
こ
も
り
サ

ポ
ー
ト
事
業
と
し
て
、
ひ

き
こ
も
り
支
援
基
盤
を
構

築
し
、
社
会
参
加
に
向
け

た
支
援
を
図
る
た
め
、
相

談
窓
口
の
周
知
や
実
態
把

握
、
居
場
所
づ
く
り
、
ひ

き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
の

派
遣
等
を
行
っ
て
い
る
と

あ
る
が
、
実
施
状
況
は
。

【
Ａ
１
】

　
実
態
把
握
に
つ
い
て
は
、

相
談
が
あ
っ
た
も
の
以
外

の
把
握
は
難
し
い
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
民
生
委
員
な
ど
関

係
機
関
と
連
携
し
把
握
に

努
め
る
。

　
町
の
総
合
的
な
窓
口
と

し
て
は
健
康
推
進
課
と
し

て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　
住
民
に
対
し
気
軽
に
相

談
で
き
る
よ
う
「
ひ
き
こ

も
り
相
談
窓
口
」
を
明
確

化
し
、
広
く
周
知
し
て
も

尺田 耕平議員
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コロナ禍における町民の健康状態の変化は

健診は受診率が低下、フレイルや要介護状態を
引き起こすことも危惧される。

Q

A 町　長
竹爪 憲吾議員

【
Ａ
４
】

　
定
期
的
に
運
動
機
能
の

調
査
を
行
っ
て
い
る
方
の

デ
ー
タ
で
は
、
様
々
な
項

目
で
機
能
が
低
下
し
て
い

て
、
フ
レ
イ
ル
、
要
介
護

状
態
に
な
る
リ
ス
ク
が
高

く
な
っ
て
い
る
。

【
Ｑ
５
】

　
リ
ス
ク
の
増
加
を
解
消

す
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

【
Ａ
５
】

　
町
主
催
事
業
や
シ
ル

バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導

士
の
活
動
を
通
じ
て
、
各

教
室
、
講
座
、
大
会
を
開

催
し
、
社
会
参
加
に
重
点

を
置
い
て
、
様
々
な
事
業

を
展
開
す
る
。

【
Ｑ
１
】

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
健
康
診

断
等
の
受
診
率
の
変
化
は
。

【
Ａ
１
】

　
集
団
健
診
の
中
止
や
健

診
控
え
に
よ
り
、
受
診
率

は
低
下
し
た
。

【
Ｑ
２
】

　
健
康
診
断
の
受
診
を
促

す
取
り
組
み
は
さ
れ
た
か
。

【
Ａ
２
】

　
幅
広
い
世
代
の
基
本
健

診
、
が
ん
検
診
を
医
療
機

関
で
受
診
で
き
る
体
制
を

整
え
た
。

【
Ｑ
３
】

　
介
護
状
況
の
変
化
は
。

【
Ａ
３
】

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
状

況
は
、
通
所
介
護
等
外
出

を
伴
う
サ
ー
ビ
ス
利
用
は

減
少
、
訪
問
介
護
等
は
利

用
が
増
加
し
て
い
る
。

　
介
護
認
定
率
は
、
変
動

が
少
な
い
。

【
Ｑ
４
】

　
介
護
認
定
さ
れ
る
以
前

の
高
齢
者
の
状
況
は
。

国際交流事業の復活はQ

今後の状況を見定めつつ、交流事業の再開及び新たな
友好提携の研究を進める。

A 町　長

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

【
Ｑ
４
】

　
海
外
の
都
市
と
の
友
好

交
流
を
考
え
る
に
あ
た
り
、

学
校
間
で
の
相
互
派
遣
も

考
え
て
も
ら
い
た
い
が
ど

う
か
。

【
Ａ
４
】

　
学
校
間
交
流
の
よ
う
に

実
体
験
に
よ
り
広
い
視
野

を
持
っ
た
生
徒
等
の
育
成

を
図
り
た
い
と
考
え
る
。

【
Ｑ
５
】

　
人
材
派
遣
事
業
を
進
め

る
補
助
金
は
な
い
か
。

【
Ａ
５
】

　
有
効
に
活
用
で
き
る
も

の
が
な
い
か
研
究
し
た
い
。

【
Ｑ
６
】

　
教
育
長
の
考
え
は
。

【
Ａ
６
】

　
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
を

生
き
る
児
童
生
徒
の
未
来

に
と
っ
て
大
変
有
意
義
。

【
Ｑ
１
】

　
国
際
的
な
友
好
提
携
の

見
込
み
は
。

【
Ａ
１
】

　
平
成
５
年
か
ら
中
国
四

川
省
内
江
市
と
の
交
流
を

図
っ
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
の
現
在
は
具
体
的
な
交

流
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　
新
た
な
都
市
と
の
友
好

交
流
も
含
め
、
今
後
慎
重

に
検
討
し
た
い
。

【
Ｑ
２
】

　
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

人
材
育
成
事
業
の
再
開
は
。

【
Ａ
２
】

　
財
政
状
況
、
事
業
の
優

先
度
な
ど
を
考
慮
し
な
が

ら
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

【
Ｑ
３
】

　
英
語
圏
と
の
交
流
も
必

要
で
は
な
い
か
。

【
Ａ
３
】

　
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

な
人
材
を
育
成
す
る
た
め

に
効
果
的
な
国
や
地
域
等
、

他
の
自
治
体
等
の
取
組
状

況
を
参
考
に
し
、
財
政
状

況
も
踏
ま
え
な
が
ら
研
究

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
審
議

議
会
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
審
議

議
会
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

熊野町のスポーツ活動の現状及び今後の方向は

町民体育館等の指定管理者である「NPO法人熊野健康
スポーツ振興会」と連携して振興を図っている。

Q

A 町　長

諏訪本 光議員

【
Ｑ
２
】

　「
総
合
型
ク
ラ
ブ
」の
趣

旨
に
沿
っ
た
活
動
は
一
部

で
し
か
な
い
。

　
そ
の
他
の
事
業
も
含
め
、

町
の
考
え
方
や
方
針
に

沿
っ
た
運
営
が
で
き
て
い

る
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
ど

の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
か
。

【
Ａ
２
】

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
月
一
回

以
上
連
絡
調
整
会
議
を
開

催
し
て
、
意
思
の
疎
通
を

図
っ
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　
本
日
の
提
議
し
た
課
題

等
を
踏
ま
え
、
基
本
と
な

る
「
熊
野
町
ス
ポ
ー
ツ
振

興
計
画
」
を
早
急
に
策
定

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
策

定
予
定
か
ら
10
年
以
上
が

経
過
し
て
い
る
。

【
Ａ
３
】

　
本
年
度
末
を
目
処
に
策

定
し
た
い
。

【
Ｑ
１
】

　「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
（
以
下
総
合
型
ク

ラ
ブ
）」の
先
進
地
で
あ
る

本
町
の
活
動
は
、
そ
の
趣

旨
を
満
た
し
て
い
な
い
。

「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
」の

活
動
に
も
課
題
が
あ
る
と

考
え
る
。
ま
た
、
昨
今
話

題
の「
運
動
部
活
動
改
革
」

へ
の
対
応
準
備
が
必
要
だ
。

町
当
局
の
考
え
は
。

【
Ａ
１
】

　「
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
」

等
の
よ
う
に
「
総
合
型
ク

ラ
ブ
」
の
多
世
代
、
多
志

向
の
趣
旨
に
沿
っ
た
活
動

を
し
て
い
る
。

　「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
」

は
、
総
合
型
ク
ラ
ブ
で
あ

る
「
筆
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
」
の
活
動
の
支
援
・

協
力
を
し
な
が
ら
共
に
ス

ポ
ー
ツ
事
業
を
推
進
し
て

い
る
。

　「
運
動
部
活
動
改
革
」
は

国
の
動
向
を
注
視
し
て
検

討
し
た
い
。

大人のひきこもり対策は

ますます拡大していく問題として認識しており、
町としてしっかり対策をとっていく。

Q

A 町　長

ら
う
こ
と
を
要
望
す
る
が

い
か
が
か
。

【
Ａ
２
】

　
国
は
市
町
村
に
対
し
、ひ

き
こ
も
り
相
談
窓
口
の
明

確
化
・
周
知
に
取
り
組
む

よ
う
求
め
て
い
る
。
ま
だ

ま
だ
十
分
で
は
な
い
の
で
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
町
広

報
へ
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ

等
で
周
知
し
、
案
内
板
を

掲
げ
る
な
ど
の
工
夫
を
し

明
確
化
に
努
め
る
。

【
Ｑ
３
】

　
８
０
５
０
問
題
・
９
０

６
０
問
題
は
本
町
で
も
耳

に
す
る
が
対
応
は
。

【
Ａ
３
】

　
手
遅
れ
に
な
る
前
に
、家

族
な
ど
の
理
解
や
協
力
が

必
要
で
あ
り
、
関
係
機
関

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
支

援
を
行
っ
て
い
く
。

【
Ｑ
１
】

　
厚
生
労
働
省
の
ひ
き
こ

も
り
支
援
事
業
で
は
、
平

成
30
年
度
よ
り
市
町
村
に

お
い
て
は
ひ
き
こ
も
り
サ

ポ
ー
ト
事
業
と
し
て
、
ひ

き
こ
も
り
支
援
基
盤
を
構

築
し
、
社
会
参
加
に
向
け

た
支
援
を
図
る
た
め
、
相

談
窓
口
の
周
知
や
実
態
把

握
、
居
場
所
づ
く
り
、
ひ

き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
の

派
遣
等
を
行
っ
て
い
る
と

あ
る
が
、
実
施
状
況
は
。

【
Ａ
１
】

　
実
態
把
握
に
つ
い
て
は
、

相
談
が
あ
っ
た
も
の
以
外

の
把
握
は
難
し
い
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
民
生
委
員
な
ど
関

係
機
関
と
連
携
し
把
握
に

努
め
る
。

　
町
の
総
合
的
な
窓
口
と

し
て
は
健
康
推
進
課
と
し

て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　
住
民
に
対
し
気
軽
に
相

談
で
き
る
よ
う
「
ひ
き
こ

も
り
相
談
窓
口
」
を
明
確

化
し
、
広
く
周
知
し
て
も

尺田 耕平議員
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健康増進、今後の課題は

環境整備も含めＮＰＯ法人熊野健康スポーツ振興会等と
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A 教育長
片川 　学議員

ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
等
利
用
の

ミ
ニ
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の

整
備
を
提
案
す
る
。

【
Ａ
４
】

　
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
の

発
展
に
寄
与
で
き
る
視
点

を
持
ち
、
ス
ポ
ー
ツ
人
口

の
増
加
・
交
流
人
口
に
繋

が
る
よ
う
研
究
し
て
い
く
。

【
Ｑ
５
】

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

建
設
予
定
地
は
災
害
後
、避

難
道
路
が
通
っ
た
た
め
土

地
が
分
断
さ
れ
た
。
町
有

地
有
効
活
用
の
た
め
、
熊

野
テ
ニ
ス
連
盟
よ
り
幾
度

も
体
育
協
会
に
陳
情
い
た

だ
い
て
い
る
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
整
備
を
。
一
時
避
難

場
所
に
も
な
る
が
。

【
Ａ
５
】

　
復
興
に
向
け
動
き
が
あ

る
中
で
、
ど
の
よ
う
に
整

備
し
て
い
く
の
か
大
き
な

課
題
で
あ
る
が
、
財
政
的

な
面
も
含
め
検
討
し
た
い
。

【
Ｑ
１
】

　
社
会
体
育
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
問
う
。

【
Ａ
１
】

　
施
設
利
用
者
の
把
握
、体

調
管
理
・
消
毒
等
で
対
応

し
て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　
学
校
教
育
現
場
で
は
ど

う
か
。

【
Ａ
２
】

　
三
密
を
避
け
、手
洗
い
・

消
毒
・
集
団
編
成
時
に
お

け
る
少
グ
ル
ー
プ
化
、
行

事
時
間
短
縮
に
よ
り
対
応

し
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　
児
童
・
生
徒
の
熱
中
症

対
策
と
し
て
ミ
ス
ト
の
設

置
を
提
案
す
る
。

【
Ａ
３
】

　
設
置
済
み
の
学
校
も
あ

る
が
、
全
校
設
置
に
向
け

て
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

【
Ｑ
４
】

　
町
民
体
育
館
進
入
路
横

の
遊
具
撤
去
後
の
土
地
に
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
、
ロ
ー

【
Ｑ
３
】

　
農
業
振
興
と
定
住
促
進

は
大
事
な
課
題
で
あ
る
。コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
が
問

題
で
あ
る
た
め
、
行
政
と

し
て
、
各
自
治
会
へ
投
げ

か
け
て
い
れ
ば
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
解
決
さ
れ
る
こ
と

で
は
な
い
か
。

【
Ａ
３
】

　
自
治
会
を
通
す
な
ど
双

方
が
、
お
互
い
に
納
得
で

き
る
よ
う
話
し
合
い
の
う

え
で
、
何
と
か
で
き
な
い

か
と
思
う
。

【
Ｑ
４
】

　
何
年
間
か
試
験
的
に
、

春
先
か
ら
秋
ま
で
の
時
期

に
、ト
ラ
ッ
ク
廻
し
・
パ
ッ

カ
ー
箱
設
置
等
、
収
集
は

で
き
な
い
か
。

【
Ａ
４
】

　
収
集
場
所
ま
で
出
す
労

力
が
高
齢
者
に
は
難
し
い

面
が
あ
る
の
で
、
検
討
が

必
要
と
思
う
。

【
Ｑ
１
】

　
野
焼
き
に
つ
い
て
、
農

業
従
事
者
が
高
齢
化
す
る

中
、
負
担
に
な
っ
て
い
る

草
刈
り
、処
理
の
課
題
は
。

【
Ａ
１
】

　
草
刈
り
の
焼
却
は
、
近

所
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う

焼
却
方
法
の
工
夫
を
、
近

隣
住
民
に
は
違
法
な
野
焼

き
で
な
い
こ
と
を
丁
寧
に

説
明
し
、
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　
以
前
質
問
し
た
時
と
答

弁
に
変
化
が
な
い
が
、
農

業
従
事
者
は
特
に
草
の
処

理
に
困
っ
て
い
る
。
町
と

し
て
何
ら
か
の
施
策
を
努

力
で
き
な
い
か
、
放
送
を

聞
い
て
も
何
の
周
知
、
解

決
策
に
も
な
っ
て
な
い
が
。

【
Ａ
２
】

　
草
刈
の
必
要
性
、
草
を

刈
っ
て
も
焼
か
ず
、
休
耕

田
に
敷
き
込
む
な
ど
水
田

用
の
除
草
剤
で
草
を
生
や

さ
な
い
方
法
も
あ
る
と
周

知
し
て
い
る
。

小・中学生の町外派遣事業を進めてほしい

教育委員会とも連携して、協議検討していきたい。

Q

A 町　長
福垣内 邦治議員

【
Ａ
２
】

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
交

流
も
研
究
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　
今
後
の
各
地
域
へ
の
訪

問
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も

の
は
な
い
か
。

【
Ａ
３
】

　
東
京
都
豊
島
区
と
の
芸

術
文
化
交
流
を
進
め
て
い

く
中
で
小
・
中
学
生
の
相

互
派
遣
等
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

【
Ｑ
１
】

　
友
好
都
市
、
三
重
県
熊

野
市
と
の
交
流
の
中
で
何

か
で
き
る
こ
と
は
。

【
Ａ
１
】

　
熊
野
市
の
「
オ
ー
ル
熊

野
フ
ェ
ス
タ
」
等
の
「
イ

ベ
ン
ト
へ
の
相
互
出
店
」

な
ど
で
、
小
・
中
学
生
を

親
善
大
使
と
し
た
相
互
派

遣
を
検
討
し
た
い
。

【
Ｑ
２
】

　
教
育
委
員
会
で
は
小
中

学
生
の
交
流
等
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

庁舎内のＤＸは推進されているか、システム購入は適正か

職員は基本的な技術・知識を持ち合わせている。システム購入の際は
適切で過不足のない整備に努めている。

Q

A 町　長

【
Ｑ
３
】

　
役
場
職
員
に
も
積
極
的

に
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
採
用

を
進
め
て
ほ
し
い
。

【
Ａ
３
】

　
専
門
人
材
は
い
な
い
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
精
通
し

た
職
員
、
人
材
を
育
成
で

き
る
よ
う
、
指
導
体
制
を

整
え
て
い
き
た
い
。

【
Ｑ
４
】

　「
行
政
手
続
き
オ
ン
ラ

イ
ン
化
」
で
住
民
の
利
便

性
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る

の
か
。

【
Ａ
４
】

　「
役
場
に
行
か
な
く
て

も
よ
い
」「
待
た
な
く
て

も
よ
い
」「
書
か
な
く
て

も
よ
い
」（「
行
か
な
い
」

「
待
た
な
い
」「
書
か
な
い
」

の
窓
口
）
な
ど
の
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
業
務

効
率
化
が
同
時
に
実
現
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

※

７
ペ
ー
ジ
に
Ｄ
Ｘ
の
説
明
記
事

　
が
あ
り
ま
す
。

【
Ｑ
１
】

　
町
職
員
の
使
用
し
て
い

る
パ
ソ
コ
ン
の
状
況
・
状

態
は
。

【
Ａ
１
】

　
庁
舎
内
で
の
業
務
で
必

要
と
な
る
基
本
的
な
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
は
す
べ
て
の
パ

ソ
コ
ン
に
導
入
し
て
い
る
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

含
む
個
人
情
報
を
取
り
扱

う
「
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
」

は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
分

断
し
、
担
当
職
員
の
み
ア

ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
制
限

を
か
け
て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　
パ
ソ
コ
ン
機
器
の
購
入

や
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
適

切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

【
Ａ
２
】

　
外
部
の
専
門
家
「
Ｉ
Ｔ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の

専
門
的
な
知
識
に
基
づ
い

て
妥
当
性
を
評
価
い
た
だ

い
て
い
る
。

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
審
議

議
会
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
審
議

議
会
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

▲豊島区・熊野町ソメイヨシノ記念植樹
 （坂面大池周辺に植樹しました）

Q

野焼きによる農業従事者と一般住民とのバランスはQ

農業従事者には野焼き方法の工夫を。
近隣住民には野焼きは違法でないと説明。

A 町　長
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コロナ禍での町民のスポーツ推進・
健康増進、今後の課題は

環境整備も含めＮＰＯ法人熊野健康スポーツ振興会等と
検討していく。

A 教育長
片川 　学議員

ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
等
利
用
の

ミ
ニ
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の

整
備
を
提
案
す
る
。

【
Ａ
４
】

　
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
の

発
展
に
寄
与
で
き
る
視
点

を
持
ち
、
ス
ポ
ー
ツ
人
口

の
増
加
・
交
流
人
口
に
繋

が
る
よ
う
研
究
し
て
い
く
。

【
Ｑ
５
】

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

建
設
予
定
地
は
災
害
後
、避

難
道
路
が
通
っ
た
た
め
土

地
が
分
断
さ
れ
た
。
町
有

地
有
効
活
用
の
た
め
、
熊

野
テ
ニ
ス
連
盟
よ
り
幾
度

も
体
育
協
会
に
陳
情
い
た

だ
い
て
い
る
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
整
備
を
。
一
時
避
難

場
所
に
も
な
る
が
。

【
Ａ
５
】

　
復
興
に
向
け
動
き
が
あ

る
中
で
、
ど
の
よ
う
に
整

備
し
て
い
く
の
か
大
き
な

課
題
で
あ
る
が
、
財
政
的

な
面
も
含
め
検
討
し
た
い
。

【
Ｑ
１
】

　
社
会
体
育
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
問
う
。

【
Ａ
１
】

　
施
設
利
用
者
の
把
握
、体

調
管
理
・
消
毒
等
で
対
応

し
て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　
学
校
教
育
現
場
で
は
ど

う
か
。

【
Ａ
２
】

　
三
密
を
避
け
、手
洗
い
・

消
毒
・
集
団
編
成
時
に
お

け
る
少
グ
ル
ー
プ
化
、
行

事
時
間
短
縮
に
よ
り
対
応

し
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　
児
童
・
生
徒
の
熱
中
症

対
策
と
し
て
ミ
ス
ト
の
設

置
を
提
案
す
る
。

【
Ａ
３
】

　
設
置
済
み
の
学
校
も
あ

る
が
、
全
校
設
置
に
向
け

て
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

【
Ｑ
４
】

　
町
民
体
育
館
進
入
路
横

の
遊
具
撤
去
後
の
土
地
に
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
、
ロ
ー

【
Ｑ
３
】

　
農
業
振
興
と
定
住
促
進

は
大
事
な
課
題
で
あ
る
。コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
が
問

題
で
あ
る
た
め
、
行
政
と

し
て
、
各
自
治
会
へ
投
げ

か
け
て
い
れ
ば
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
解
決
さ
れ
る
こ
と

で
は
な
い
か
。

【
Ａ
３
】

　
自
治
会
を
通
す
な
ど
双

方
が
、
お
互
い
に
納
得
で

き
る
よ
う
話
し
合
い
の
う

え
で
、
何
と
か
で
き
な
い

か
と
思
う
。

【
Ｑ
４
】

　
何
年
間
か
試
験
的
に
、

春
先
か
ら
秋
ま
で
の
時
期

に
、ト
ラ
ッ
ク
廻
し
・
パ
ッ

カ
ー
箱
設
置
等
、
収
集
は

で
き
な
い
か
。

【
Ａ
４
】

　
収
集
場
所
ま
で
出
す
労

力
が
高
齢
者
に
は
難
し
い

面
が
あ
る
の
で
、
検
討
が

必
要
と
思
う
。

【
Ｑ
１
】

　
野
焼
き
に
つ
い
て
、
農

業
従
事
者
が
高
齢
化
す
る

中
、
負
担
に
な
っ
て
い
る

草
刈
り
、処
理
の
課
題
は
。

【
Ａ
１
】

　
草
刈
り
の
焼
却
は
、
近

所
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う

焼
却
方
法
の
工
夫
を
、
近

隣
住
民
に
は
違
法
な
野
焼

き
で
な
い
こ
と
を
丁
寧
に

説
明
し
、
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　
以
前
質
問
し
た
時
と
答

弁
に
変
化
が
な
い
が
、
農

業
従
事
者
は
特
に
草
の
処

理
に
困
っ
て
い
る
。
町
と

し
て
何
ら
か
の
施
策
を
努

力
で
き
な
い
か
、
放
送
を

聞
い
て
も
何
の
周
知
、
解

決
策
に
も
な
っ
て
な
い
が
。

【
Ａ
２
】

　
草
刈
の
必
要
性
、
草
を

刈
っ
て
も
焼
か
ず
、
休
耕

田
に
敷
き
込
む
な
ど
水
田

用
の
除
草
剤
で
草
を
生
や

さ
な
い
方
法
も
あ
る
と
周

知
し
て
い
る
。

小・中学生の町外派遣事業を進めてほしい

教育委員会とも連携して、協議検討していきたい。

Q

A 町　長
福垣内 邦治議員

【
Ａ
２
】

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
交

流
も
研
究
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　
今
後
の
各
地
域
へ
の
訪

問
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も

の
は
な
い
か
。

【
Ａ
３
】

　
東
京
都
豊
島
区
と
の
芸

術
文
化
交
流
を
進
め
て
い

く
中
で
小
・
中
学
生
の
相

互
派
遣
等
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

【
Ｑ
１
】

　
友
好
都
市
、
三
重
県
熊

野
市
と
の
交
流
の
中
で
何

か
で
き
る
こ
と
は
。

【
Ａ
１
】

　
熊
野
市
の
「
オ
ー
ル
熊

野
フ
ェ
ス
タ
」
等
の
「
イ

ベ
ン
ト
へ
の
相
互
出
店
」

な
ど
で
、
小
・
中
学
生
を

親
善
大
使
と
し
た
相
互
派

遣
を
検
討
し
た
い
。

【
Ｑ
２
】

　
教
育
委
員
会
で
は
小
中

学
生
の
交
流
等
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

庁舎内のＤＸは推進されているか、システム購入は適正か

職員は基本的な技術・知識を持ち合わせている。システム購入の際は
適切で過不足のない整備に努めている。

Q

A 町　長

【
Ｑ
３
】

　
役
場
職
員
に
も
積
極
的

に
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
採
用

を
進
め
て
ほ
し
い
。

【
Ａ
３
】

　
専
門
人
材
は
い
な
い
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
精
通
し

た
職
員
、
人
材
を
育
成
で

き
る
よ
う
、
指
導
体
制
を

整
え
て
い
き
た
い
。

【
Ｑ
４
】

　「
行
政
手
続
き
オ
ン
ラ

イ
ン
化
」
で
住
民
の
利
便

性
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る

の
か
。

【
Ａ
４
】

　「
役
場
に
行
か
な
く
て

も
よ
い
」「
待
た
な
く
て

も
よ
い
」「
書
か
な
く
て

も
よ
い
」（「
行
か
な
い
」

「
待
た
な
い
」「
書
か
な
い
」

の
窓
口
）
な
ど
の
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
業
務

効
率
化
が
同
時
に
実
現
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

※

７
ペ
ー
ジ
に
Ｄ
Ｘ
の
説
明
記
事

　
が
あ
り
ま
す
。

【
Ｑ
１
】

　
町
職
員
の
使
用
し
て
い

る
パ
ソ
コ
ン
の
状
況
・
状

態
は
。

【
Ａ
１
】

　
庁
舎
内
で
の
業
務
で
必

要
と
な
る
基
本
的
な
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
は
す
べ
て
の
パ

ソ
コ
ン
に
導
入
し
て
い
る
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

含
む
個
人
情
報
を
取
り
扱

う
「
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
」

は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
分

断
し
、
担
当
職
員
の
み
ア

ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
制
限

を
か
け
て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　
パ
ソ
コ
ン
機
器
の
購
入

や
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
適

切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

【
Ａ
２
】

　
外
部
の
専
門
家
「
Ｉ
Ｔ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の

専
門
的
な
知
識
に
基
づ
い

て
妥
当
性
を
評
価
い
た
だ

い
て
い
る
。

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
審
議

議
会
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
審
議

議
会
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

▲豊島区・熊野町ソメイヨシノ記念植樹
 （坂面大池周辺に植樹しました）

Q

野焼きによる農業従事者と一般住民とのバランスはQ

農業従事者には野焼き方法の工夫を。
近隣住民には野焼きは違法でないと説明。

A 町　長



くまの議会だより　第123号 ⑭⑮ くまの議会だより　第123号

あ

と

が

き

次の定例会は

議会だより題字

小田原正龍さん

開会を予定しています

９月13日
（火曜日）

　
３
月
、
６
月
、
９
月
、
12

月
の
定
例
議
会
後
に
発
行
す

る
『
く
ま
の
議
会
だ
よ
り
』。

予
算
、条
例
等
の
議
案
審
議
、

一
般
質
問
の
内
容
な
ど
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
若
い
方
に
も
読
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
、編
集
に
あ
た
っ

て
は
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
等
で

わ
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す

い
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
が
、
ペ
ー
ジ
数
の
制

約
や
各
議
員
の
思
い
入
れ
な

ど
か
ら
文
字
が
多
く
な
り
が

ち
で
、堅
苦
し
い
内
容
に
な
っ

て
い
る
と
反
省
し
き
り
で
す
。

詳
し
い
内
容
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継（
録
画
）や
会
議
録
で

も
確
認
で
き
ま
す
。
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

光
本
　
一
也

（仮）萩原城之堀線の新設整備と東部
方面地域のまちづくり、町の考えは

町にとって有益であると認識している。
今後、財源確保を含めて研究していきたい。

Q

A 町　長
光本 一也議員

南
北
方
向
の
軸
と
し
て
位

置
づ
け
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　
東
部
地
域（
城
之
堀
・
萩

原
・
初
神
・
新
宮
）の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

に
は
、都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
て
い

る（
仮
）萩
原
城
之
堀
線
の

新
設
整
備
と
城
之
堀
５･

６･

10
丁
目
、
萩
原
８
丁

目
の
住
工
共
生
地
区
の
早

期
整
備
が
必
要
と
考
え
る

が
、
町
の
考
え
は
。

【
Ａ
３
】

　
新
設
の
道
路
計
画
で
は
、

用
地
取
得
へ
の
協
力
、
関

係
住
民
の
事
業
へ
の
理
解

と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

ま
た
、
事
業
実
施
に
は
多

大
な
予
算
と
長
い
期
間
を

要
す
る
。
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
高
度
化
版

と
な
る
立
地
適
正
化
計
画

に
お
い
て
研
究
す
る
。

【
Ｑ
１
】

　
県
道
矢
野
安
浦
線
熊
野

バ
イ
パ
ス（
出
来
庭･

萩
原

工
区
）
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
計
画
は
。

【
Ａ
１
】

　
今
年
度
、
測
量
と
詳
細

設
計
を
進
め
て
お
り
、
年

度
内
に
地
元
説
明
会
を
行

う
と
聞
い
て
い
る
。
今
後

は
土
地
所
有
者
へ
の
境
界

確
認
、
土
地
の
面
積
測
量

や
建
物
等
の
物
件
調
査
、補

償
の
説
明
、用
地
取
得
、工

事
着
手
へ
と
進
め
る
。

【
Ｑ
２
】

　
熊
野
町
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
け
る

（
仮
）萩
原
城
之
堀
線
の
位

置
づ
け
は
。

【
Ａ
２
】

　
県
道
矢
野
安
浦
線
バ
イ

パ
ス
か
ら
城
之
堀
・
萩
原

方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
機
能

と
共
に
、
町
内
幹
線
道
路

網
の
一
部
に
位
置
づ
け
て

い
る
。
バ
イ
パ
ス
結
節
点

か
ら
阿
戸
別
れ
交
差
点
ま

で
の
町
道
萩
原
線
に
続
き
、

萩
原
か
ら
城
之
堀
方
面
の

筆の里工房周辺整備事業、当初の計画から
町民向けの施設に方向転換したのか

熊野の魅力を高め、国内外からの観光客を呼び込む
当初からの方向性は変えていない。

Q

A 町　長

【
Ｑ
１
】

　
事
業
目
的
、
全
体
事
業

費
の
額
は
。

【
Ａ
１
】

　
町
民
が
憩
い
、
集
え
る
、

町
民
の
た
め
の
場
所
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の

拠
点
と
し
て
整
備
。
事
業

費
は
13
億
６
千
万
円
。

【
Ｑ
２
】

　
集
客
目
標
人
数
は
基
本

実
施
設
計
業
務
を
行
う
中

で
考
え
る
と
の
こ
と
だ
が
、

設
計
前
に
設
定
し
、
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
で
提
案
を
求
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
Ａ
２
】

　
利
潤
を
追
求
す
る
商
業

施
設
で
な
い
た
め
、
先
に

目
標
人
数
を
示
す
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

【
Ｑ
３
】

　
完
成
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

【
Ａ
３
】

　
本
年
10
月
か
ら
令
和
５

年
９
月
に
か
け
て
体
験
交

流
施
設
の
基
本
実
施
設
計
、

令
和
６
年
か
ら
体
験
交
流

▲整備予定地から筆の里
　工房を臨む

議
会
審
議

議
会
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
審
議

議
会
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

施
設
を
整
備
、
そ
の
後
調

整
池
、
駐
車
場
、
北
側
の

公
園
を
整
備
し
、
令
和
10

年
度
完
成
の
予
定
。

【
Ｑ
４
】

　
オ
ー
プ
ン
後
の
運
営
に

つ
い
て
、
民
間
の
資
金
と

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る

「
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
」

の
手
法
を
取
り
入
れ
て
は

ど
う
か
。

【
Ａ
４
】

　
公
園
内
の
体
験
交
流
施

設
内
の
飲
食
機
能
部
分
に

導
入
を
検
討
す
る
。

【
Ｑ
５
】

　
文
化
芸
術
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
役
割
と
構
成
員
は
。

【
Ａ
５
】

　
本
町
の
文
化
芸
術
の
ま

ち
づ
く
り
応
援
大
使
で
画

家
の
野
村
重
存
氏
の
ほ
か
、

芸
術
系
大
学
の
教
授
、
広

島
県
観
光
連
盟
の
方
な
ど

５
名
程
度
を
考
え
て
い
る
。

の
む
ら

し
げ
あ
り

町内社会教育施設を点検町内社会教育施設を点検町内社会教育施設を点検

　昨年１２月に引き続き６月１７日に、３つの社会教育施設の視察をしました。
　町民会館（熊野中央防災交流センター）、熊野東防災交流センター、熊野西防災交流センター
を調査点検しました。各施設とも町民の安心安全のため、適切に維持管理を行っていくよう要望
しました。

文教委員会

（熊野町図書館）

（熊野町民会館） （熊野町郷土館）

【修繕前】 【修繕後】

▲屋外タイル剥離のため、早期修繕を要望。
はく り

▲令和４年３月に修繕工事完了。

はく り

▲雨漏りによる内壁の剥離を確認し対策を要望。▲雨漏りによる床材劣化のため早期防水工事を要望。
（ふでりんホール楽屋入口通路付近）
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ス（
出
来
庭･

萩
原

工
区
）
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
計
画
は
。

【
Ａ
１
】

　
今
年
度
、
測
量
と
詳
細

設
計
を
進
め
て
お
り
、
年

度
内
に
地
元
説
明
会
を
行

う
と
聞
い
て
い
る
。
今
後

は
土
地
所
有
者
へ
の
境
界

確
認
、
土
地
の
面
積
測
量

や
建
物
等
の
物
件
調
査
、補

償
の
説
明
、用
地
取
得
、工

事
着
手
へ
と
進
め
る
。

【
Ｑ
２
】

　
熊
野
町
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
け
る

（
仮
）萩
原
城
之
堀
線
の
位

置
づ
け
は
。

【
Ａ
２
】

　
県
道
矢
野
安
浦
線
バ
イ

パ
ス
か
ら
城
之
堀
・
萩
原

方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
機
能

と
共
に
、
町
内
幹
線
道
路

網
の
一
部
に
位
置
づ
け
て

い
る
。
バ
イ
パ
ス
結
節
点

か
ら
阿
戸
別
れ
交
差
点
ま

で
の
町
道
萩
原
線
に
続
き
、

萩
原
か
ら
城
之
堀
方
面
の

筆の里工房周辺整備事業、当初の計画から
町民向けの施設に方向転換したのか

熊野の魅力を高め、国内外からの観光客を呼び込む
当初からの方向性は変えていない。

Q

A 町　長

【
Ｑ
１
】

　
事
業
目
的
、
全
体
事
業

費
の
額
は
。

【
Ａ
１
】

　
町
民
が
憩
い
、
集
え
る
、

町
民
の
た
め
の
場
所
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の

拠
点
と
し
て
整
備
。
事
業

費
は
13
億
６
千
万
円
。

【
Ｑ
２
】

　
集
客
目
標
人
数
は
基
本

実
施
設
計
業
務
を
行
う
中

で
考
え
る
と
の
こ
と
だ
が
、

設
計
前
に
設
定
し
、
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
で
提
案
を
求
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
Ａ
２
】

　
利
潤
を
追
求
す
る
商
業

施
設
で
な
い
た
め
、
先
に

目
標
人
数
を
示
す
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

【
Ｑ
３
】

　
完
成
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

【
Ａ
３
】

　
本
年
10
月
か
ら
令
和
５

年
９
月
に
か
け
て
体
験
交

流
施
設
の
基
本
実
施
設
計
、

令
和
６
年
か
ら
体
験
交
流

▲整備予定地から筆の里
　工房を臨む

議
会
審
議

議
会
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
審
議

議
会
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

施
設
を
整
備
、
そ
の
後
調

整
池
、
駐
車
場
、
北
側
の

公
園
を
整
備
し
、
令
和
10

年
度
完
成
の
予
定
。

【
Ｑ
４
】

　
オ
ー
プ
ン
後
の
運
営
に

つ
い
て
、
民
間
の
資
金
と

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る

「
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
」

の
手
法
を
取
り
入
れ
て
は

ど
う
か
。

【
Ａ
４
】

　
公
園
内
の
体
験
交
流
施

設
内
の
飲
食
機
能
部
分
に

導
入
を
検
討
す
る
。

【
Ｑ
５
】

　
文
化
芸
術
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
役
割
と
構
成
員
は
。

【
Ａ
５
】

　
本
町
の
文
化
芸
術
の
ま

ち
づ
く
り
応
援
大
使
で
画

家
の
野
村
重
存
氏
の
ほ
か
、

芸
術
系
大
学
の
教
授
、
広

島
県
観
光
連
盟
の
方
な
ど

５
名
程
度
を
考
え
て
い
る
。

の
む
ら

し
げ
あ
り

町内社会教育施設を点検町内社会教育施設を点検町内社会教育施設を点検

　昨年１２月に引き続き６月１７日に、３つの社会教育施設の視察をしました。
　町民会館（熊野中央防災交流センター）、熊野東防災交流センター、熊野西防災交流センター
を調査点検しました。各施設とも町民の安心安全のため、適切に維持管理を行っていくよう要望
しました。

文教委員会

（熊野町図書館）

（熊野町民会館） （熊野町郷土館）

【修繕前】 【修繕後】

▲屋外タイル剥離のため、早期修繕を要望。
はく り

▲令和４年３月に修繕工事完了。

はく り

▲雨漏りによる内壁の剥離を確認し対策を要望。▲雨漏りによる床材劣化のため早期防水工事を要望。
（ふでりんホール楽屋入口通路付近）
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熊
野
町
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
本
会
議
の
会
議
録
や
議
会
中
継
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

編
集
 ●
 議
会
広
報
特
別
委
員
会

編
集
 ●
 議
会
広
報
特
別
委
員
会

主
な
内
容

主
な
内
容

●
 補
正
予
算
審
議

●
 ズ
バ
リ
町
政
を
問
う
！

●
 活
躍
す
る
地
域
団
体

●
 補
正
予
算
審
議

●
 ズ
バ
リ
町
政
を
問
う
！

●
 活
躍
す
る
地
域
団
体

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
き
ら
ら
会
の
み
な
さ
ん
）

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
き
ら
ら
会
の
み
な
さ
ん
）

6
月
定
例
会

令
和
４
年

筆
の
都
く
ま
の

熊
野
町
観
光
大
使

ふ
で
り
ん

わ
し
ら
の
元
気
が

わ
し
ら
の
元
気
が

わ
し
ら
の
元
気
が
地
域
を
つ
く
る
！

地
域
を
つ
く
る
！

地
域
を
つ
く
る
！

くまの議会だより　第123号 ⑯

活力ある東部地域をめざして！
～特定非営利活動法人きらら会～～特定非営利活動法人きらら会～

　
春
に
は
桜
や
芝
桜
、
つ
つ
じ
。

５
月
に
は
沢
山
の
鯉
の
ぼ
り
が
気

持
ち
よ
さ
そ
う
に
泳
い
で
い
ま
す
。

熊
野
東
ふ
れ
あ
い
館
（
旧
熊
野
町

東
部
地
域
健
康
セ
ン
タ
ー
）
と
深

原
地
区
公
園
の
風
景
で
す
。

　
今
回
は
、
こ
の
施
設
の
指
定
管

理
者
で
あ
る
き
ら
ら
会
（
荻
野
次

夫
会
長
）
の
皆
さ
ん
に
活
動
や
課

題
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

Ｑ
　
き
ら
ら
会
の
紹
介
を
お
願

い
し
ま
す
。

Ａ
　
私
た
ち
の
会
は
、
施
設
が

オ
ー
プ
ン
し
た
２
０
０
８
年

に
特
定
非
営
利
活
動
法
人
と

し
て
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

会
員
は
、
現
在
38
人
（
男
性

20
人
、女
性
18
人
）で
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ
　
活
動
内
容
を
詳
し
く
教
え

て
く
だ
さ
い
。

Ａ
　
ま
ず
は
施
設
の
美
観
づ
く

り
で
す
。
来
園
さ
れ
る
方
が

気
持
ち
よ
く
過
ご
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
気
配
り
の
行

き
届
い
た
快
適
な
景
観
づ
く

り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
敷
地
内
の
里
山
に

モ
ミ
ジ
の
植
樹
や
遊
歩
道
を

整
備
し
、
手
作
り
の
遊
具
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
コ
ン
セ

プ
ト
は
「
自
分
の
責
任
で
自

由
に
遊
ぶ
里
山
づ
く
り
」
で

す
。
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い

ま
す
。
４
月
は
キ
ッ
ズ
フ
ェ

ス
タ
、
８
月
は
夕
涼
み
の
集

い
・
花
火
大
会
、10
月
は
フ
ー

ド
フ
ェ
ス
タ
な
ど
地
元
な
ら

で
は
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
賑

わ
い
づ
く
り
を
展
開
し
て
い

ま
す
。「
東
部
は
元
気
だ
ね
」

と
多
く
の
方
か
ら
声
を
い
た

だ
き
、
大
変
う
れ
し
く
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　
　
不
耕
作
地
を
活
用
し
た
野

菜
作
り
に
も
挑
戦
し
て
い
ま

す
。
丹
波
種
黒
豆
な
ど
の
新

鮮
野
菜
を
広
島
市
内
の
ホ
テ

ル
や
近
隣
店
舗
の
地
産
地
消

コ
ー
ナ
ー
等
に
出
荷
し
て
い

ま
す
。
消
費
者
と
の
交
流
を

通
じ
て
、
働
く
喜
び
と
モ
ノ

づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
の
楽

し
さ
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
課
題
や
悩
み
ご
と
な
ど
は

あ
り
ま
す
か
。

Ａ
　
会
員
の
平
均
年
齢
が
74
歳

と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

後
継
者
づ
く
り
も
課
題
で
す
。

若
い
人
の
参
加
を
待
っ
て
い

ま
す
。女
性
も
大
歓
迎
で
す
。

Ｑ
　
今
後
の
活
動
な
ど
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

Ａ
　
４
月
か
ら
憩
い
と
語
ら
い

の
場
「
き
ら
ら
サ
ロ
ン
」
を

開
設
し
ま
し
た
。
お
い
し
い

コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
て
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
が
心
配

で
す
が
、
８
月
12
日
に
第
３

回
花
火
大
会
、
翌
13
日
に
一

夜
限
り
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
夕

涼
み
の
集
い
in
深
原
公
園
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
12
月
に

は
好
評
の
餅
つ
き
大
会
や
し

め
縄
づ
く
り
も
し
ま
す
。

Ｑ
　
町
へ
の
要
望
が
あ
れ
ば
、

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
　
来
園
さ
れ
た
若
い
家
族
の

方
か
ら
、「
大
型
遊
具
を
設

置
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声

を
多
く
い
た
だ
き
ま
す
。
設

置
さ
れ
た
ら
、
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

取
材
／
中
島
数
宜

　
　
　
光
本
一
也

活躍する地域団体 （４）

｢くまの議会だより｣は再生紙と、認定を受けた
環境にやさしい環境対応型インキを使用して印刷されています。

お
ぎ
の
つ
ぎ

お

▲特産品化をめざし丹波種黒豆の作付に励む

▲フードフェスタではハロウィン大会に
　多くの参加者が

▲年末のしめ縄づくり ▲人気の手作り遊具


